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技術相談 

提供可能技術： 

・インピーダンスアナライザを用いた誘電率測定技術 

・強誘電体 D-E ヒステリシス測定技術  

・FPGA を用いたディジタル回路の設計法 

 
研究内容：  

(1) リラクサー型強誘電体固溶体単結晶の育成  

 リラクサー型強誘電体は、広い温度範囲で大きな誘電率を有する強誘電体材料です。PMN-ｘPT,PZN-ｘPT などの材

料は、任意の組成割合で固溶体を作ることができるため、組成割合を変えることで誘電率や圧電率の物性値を制御す

ることができます。本研究では、主にフラックス法を用いて、組成割合をいろいろと変えてリラクサー型強誘電体固溶体

単結晶の育成を行っています。  

 

(2) 強誘電体材料の誘電特性及び圧電特性の評価 （図 1、図２） 

 育成した強誘電体単結晶の誘電特性、圧電特性を、インピーダンスアナライザを用いて測定しています。  

 固溶割合を変えることにより晶系が変化する濃度相境界近傍でのリラクサー型強誘電体材料は、室温から数百[℃]

程度まで極めて高い誘電率や大きな電気機械結合係数を有します。これらを誘電測定、圧電測定などの物性測定を通

して強誘電体材料の開発をしています。  

 

(3) FPGA を用いたディジタル信号処理回路の設計 （図３） 

 コンピュータを用いて物性計測、光計測などを行うシステムを構築すると、高速な信号処理が必要となってきます。そ

こで、最近はセンサで捉えた電気信号を高速にディジタル変換し、それをディジタル信号処理し、必要な情報が得られ

るようになってきました。本研究では、VHDL を用いて信号処理回路を記述設計し、FPGA 上にディジタル回路を作製す

ることで、高速な信号処理を実現する回路設計技術に取り組んでいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ ITO スッパター装置       図２ 誘電率自動測定システム      図３ 信号処理用 FPGA ボード 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

インピーダンス・ゲイン/フェーズアナライザー（HP4194A）  

偏光顕微鏡 （Nikon LV100POL）  

  

  

  

 

 

 
  


